
ローマ 12

"そういうわけですから、兄弟たち。私は、神のあわれみのゆえに、あなたがたにお願い

します。あなたがたのからだを、神に受け入れられる、聖い、生きた供え物としてささげ

なさい。それこそ、あなたがたの霊的な礼拝です。"

ローマ人への手紙 12 章 1 節

"この世と調子を合わせてはいけません。いや、むしろ、神のみこころは何か、すなわち、

何が良いことで、神に受け入れられ、完全であるのかをわきまえ知るために、心の一新に

よって自分を変えなさい。"

ローマ人への手紙 12 章 2 節

"そして彼らの目の前で、御姿が変わり、御顔は太陽のように輝き、御衣は光のように白

くなった。"

マタイの福音書 17 章 2 節

"私たちはみな、顔のおおいを取りのけられて、鏡のように主の栄光を反映させながら、

栄光から栄光へと、主と同じかたちに姿を変えられて行きます。これはまさに、御霊なる

主の働きによるのです。"

コリント人への手紙 第二 3 章 18 節

"私は、自分に与えられた恵みによって、あなたがたひとりひとりに言います。だれでも、

思うべき限度を越えて思い上がってはいけません。いや、むしろ、神がおのおのに分け与

えてくださった信仰の量りに応じて、慎み深い考え方をしなさい。"

ローマ人への手紙 12 章 3 節

"一つのからだには多くの器官があって、すべての器官が同じ働きはしないのと同じよう

に、

大ぜいいる私たちも、キリストにあって一つのからだであり、ひとりひとり互いに器官な

のです。"

ローマ人への手紙 12 章 4～5 節

"私たちは、与えられた恵みに従って、異なった賜物を持っているので、もしそれが預言

であれば、その信仰に応じて預言しなさい。

奉仕であれば奉仕し、教える人であれば教えなさい。

勧めをする人であれば勧め、分け与える人は惜しまずに分け与え、指導する人は熱心に指

導し、慈善を行う人は喜んでそれをしなさい。"

ローマ人への手紙 12 章 6～8 節

"さて、賜物にはいろいろの種類がありますが、御霊は同じ御霊です。

奉仕にはいろいろの種類がありますが、主は同じ主です。

働きにはいろいろの種類がありますが、神はすべての人の中ですべての働きをなさる同じ

神です。

しかし、みなの益となるために、おのおのに御霊の現れが与えられているのです。

ある人には御霊によって知恵のことばが与えられ、ほかの人には同じ御霊にかなう知識の

ことばが与えられ、



またある人には同じ御霊による信仰が与えられ、ある人には同一の御霊によって、いやし

の賜物が与えられ、

ある人には奇蹟を行う力、ある人には預言、ある人には霊を見分ける力、ある人には異言、

ある人には異言を解き明かす力が与えられています。

しかし、同一の御霊がこれらすべてのことをなさるのであって、みこころのままに、おの

おのにそれぞれの賜物を分け与えてくださるのです。

ですから、ちょうど、からだが一つでも、それに多くの部分があり、からだの部分はたと

い多くあっても、その全部が一つのからだであるように、キリストもそれと同様です。

なぜなら、私たちはみな、ユダヤ人もギリシヤ人も、奴隷も自由人も、一つのからだとな

るように、一つの御霊によってバプテスマを受け、そしてすべての者が一つの御霊を飲む

者とされたからです。

確かに、からだはただ一つの器官ではなく、多くの器官から成っています。

たとい、足が、「私は手ではないから、からだに属さない」と言ったところで、そんなこ

とでからだに属さなくなるわけではありません。

たとい、耳が、「私は目ではないから、からだに属さない」と言ったところで、そんなこ

とでからだに属さなくなるわけではありません。

もし、からだ全体が目であったら、どこで聞くのでしょう。もし、からだ全体が聞くとこ

ろであったら、どこでかぐのでしょう。

しかしこのとおり、神はみこころに従って、からだの中にそれぞれの器官を備えてくださ

ったのです。

もし、全部がただ一つの器官であったら、からだはいったいどこにあるのでしょう。

しかしこういうわけで、器官は多くありますが、からだは一つなのです。

そこで、目が手に向かって、「私はあなたを必要としない」と言うことはできないし、頭

が足に向かって、「私はあなたを必要としない」と言うこともできません。

それどころか、からだの中で比較的に弱いと見られる器官が、かえってなくてはならない

ものなのです。

また、私たちは、からだの中で比較的に尊くないとみなす器官を、ことさらに尊びます。

こうして、私たちの見ばえのしない器官は、ことさらに良いかっこうになりますが、

かっこうの良い器官にはその必要がありません。しかし神は、劣ったところをことさらに

尊んで、からだをこのように調和させてくださったのです。

それは、からだの中に分裂がなく、各部分が互いにいたわり合うためです。

もし一つの部分が苦しめば、すべての部分がともに苦しみ、もし一つの部分が尊ばれれば、

すべての部分がともに喜ぶのです。

あなたがたはキリストのからだであって、ひとりひとりは各器官なのです。"

コリント人への手紙 第一 12 章 4～27 節

"愛には偽りがあってはなりません。悪を憎み、善に親しみなさい。

兄弟愛をもって心から互いに愛し合い、尊敬をもって互いに人を自分よりまさっていると

思いなさい。"

ローマ人への手紙 12 章 9～10 節

"たとい、私が人の異言や、御使いの異言で話しても、愛がないなら、やかましいどらや、

うるさいシンバルと同じです。

また、たとい私が預言の賜物を持っており、またあらゆる奥義とあらゆる知識とに通じ、

また、山を動かすほどの完全な信仰を持っていても、愛がないなら、何の値うちもありま

せん。

また、たとい私が持っている物の全部を貧しい人たちに分け与え、また私のからだを焼か

れるために渡しても、愛がなければ、何の役にも立ちません。"

コリント人への手紙 第一 13 章 1～3 節



"というのは、私たちの知っているところは一部分であり、預言することも一部分だから

です。"

コリント人への手紙 第一 13 章 9 節

"こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と希望と愛です。その中で一番すぐれてい

るのは愛です。"

コリント人への手紙 第一 13 章 13 節

"喜ぶ者といっしょに喜び、泣く者といっしょに泣きなさい。

互いに一つ心になり、高ぶった思いを持たず、かえって身分の低い者に順応しなさい。自

分こそ知者だなどと思ってはいけません。"

ローマ人への手紙 12 章 15～16 節

"あなたがたを迫害する者を祝福しなさい。祝福すべきであって、のろってはいけません。

"

ローマ人への手紙 12 章 14 節

"愛する人たち。自分で復讐してはいけません。神の怒りに任せなさい。それは、こう書

いてあるからです。「復讐はわたしのすることである。わたしが報いをする、と主は言わ

れる。」

もしあなたの敵が飢えたなら、彼に食べさせなさい。渇いたなら、飲ませなさい。そうす

ることによって、あなたは彼の頭に燃える炭火を積むことになるのです。"

ローマ人への手紙 12 章 19～20 節

"『自分の隣人を愛し、自分の敵を憎め』と言われたのを、あなたがたは聞いています。

しかし、わたしはあなたがたに言います。自分の敵を愛し、迫害する者のために祈りなさ

い。

それでこそ、天におられるあなたがたの父の子どもになれるのです。天の父は、悪い人に

も良い人にも太陽を上らせ、正しい人にも正しくない人にも雨を降らせてくださるからで

す。

自分を愛してくれる者を愛したからといって、何の報いが受けられるでしょう。取税人で

も、同じことをしているではありませんか。

また、自分の兄弟にだけあいさつしたからといって、どれだけまさったことをしたのでし

ょう。異邦人でも同じことをするではありませんか。

だから、あなたがたは、天の父が完全なように、完全でありなさい。"

マタイの福音書 5章 43～48 節


